















学位授与年月日 平成 15 年 1 月 24 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 2 項該当














第 2 章では、埋設管の MIC は硫黄の循環が関係していると考えられたことから、①海成粘土中のダクタイル管の
MIC と、②コンクリート製下水管の MIC に着目し、その事例を調査した。その結果、微生物が腐食反応を促進する
ことを確認した。


















(1) 埋設管の MIC では、硫酸還元菌、硫黄酸化細菌及び鉄酸化細菌等の硫黄に関係する微生物が作用していること
を明らかにしている。
(2) 埋設管周囲で生物による硫黄の循環が成立し、腐食速度を 3割程度増すことを見出している。
(3) 腐食に対して直接的な加速因子をして作用する微生物は、硫黄酸化細菌や鉄酸化細菌などの Thiobacíllus 属であ
ることを明らかにし、硫酸酸性下で腐食反応が促進されることを見出している。
(4) 基本統計分布を調査するために、一般化ガンマ分布のモデルを導入し、適合度の定量的な評価方法を新たに見出
している。
(5) 埋設管外面に生じる腐食深さの基本分布及び最大値分布として、対数正規型が妥当であることを見出している。
(6) 最大腐食深さの進展を示す関数型を見出し、実用に供しうる腐食深さの予測式を示し、多数の水道事業体の水道
管路に適用している。
以上のように、本論文は社会基盤施設である埋設管路の寿命予測といった重要な課題について、金属学、微生物学、
電気化学、統計学、地質学といった学際的視野で研究した結果を論述している。その成果は管路の設計ならびに管路
の維持管理など、生産科学の発展に大きく貢献するものと判断できる。よって本論文は博士論文として価値あるもの
と認める。
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